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CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

屋
部
の
隊
力
協
し
こ
お
域
地

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

お
く
や
み

（敬称略）

　おかげさまで、コミュニティ・スクール・ディレクター
（ＣＳＤ）として２年目を迎えました。昨年度は、まず第
一に、コミュニティ・スクールの一番のねらいである「学
校と地域が一緒になって子どもたちを育てていくこと」の
具現化を目標に掲げ、その第一歩として、日々の授業で、
先生方と地域の方々が一緒になって子どもの学びを支えて
いく機会を設定することに力を入れて取り組みました。そ
の結果、決して回数は多くはなかったものの、小学校では
家庭科（裁縫・ミシン）、全校合唱、低学年での生活科
（昔の遊び）などの授業で実践を重ねることができました。
　これらの活動の様子はこのコラムでも紹介してきました
が、この取組の最大のメリットは、何といっても子どもた
ちがこれまで以上に「できる・わかる喜び」や「学ぶこと
の楽しさ」に触れることができたことです。今でもあの時
の子どもたちの満足そうな笑顔が目に浮かんできます。ま
さに学校の力と地域の力が一体となって創り上げた子ども
の姿でした。何ともありがたいことですね。
　この成果は、ぜひともこれからの取組にもつなげたいと
ころです。できれば、さらなるパワーアップを図りながら
…。その目指す方向への手がかりとして、私の願いは、ま

ず、地域の皆さんにもっと町内の学校の取組や子どもたち
のがんばりに目を向けてほしいということです。そして、
可能ならば、様々な機会に学校に出かけていただき、活気
のある雰囲気や子どもたちのがんばりを間近に感じていた
だきたいと思っています。学習発表会などの行事はもちろ
ん、普段の授業やスポ少や部活動でも。
　私自身、長年にわたり教員として学校に勤務していまし
たが、振り返ってみれば、保護者や地域の皆さんからは、
よく「学校は敷居が高い」と言われていたことを思い出し
ます。確かに、ＰＴＡなどの特別な機会を除き、皆さんが
なかなか気軽に学校に足を運ぶことはなかったように思い
ます。もしかすると、「学校は特別な場所」という意識が
必要以上に強かったのかもしれませんね。
　でも、これからはそのような壁を少しでも取り払ってい
かなければなりません。学校と地域（もちろん家庭も）双
方にとってかけがえのない宝である子どもという存在を通
して、地域にとっての学校の敷居がこれまでよりも少しで
も低くなればなんともうれしいことです。あわせて、地域
の皆さんが、学校にとって、よりいっそう身近なサポータ
ーになってくれればどんなに心強いことでしょう。もちろ
ん、すぐ一気にとはいかないでしょうが…。　
　私としても、可能な限り学校の取組や子どもたちの様子
を、地域の皆さんにお届けし、少しでも学校の取組に関心
を持っていただけるようにがんばってみようと思っていま
す。地域の皆さん、今年度もどうぞよろしくお願いいたし
ます。　　　　　　　　　　　（文責・ＣＳＤ工藤克弥）
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２
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）
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前
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。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
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基
づ
い
て
い
ま
す
。

 

（
外
国
人
を
含
む
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
米
森
美
咲
で
す
。

　

４
月
は
、
全
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
集
ま
る
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
私
と
木

村
ま
ゆ
み
隊
員
は
滋
賀
県
で
の
研
修
に
参

加
し
、
総
勢
１
６
０
名
の
協
力
隊
が
集
ま

り
ま
し
た
。
全
国
の
協
力
隊
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い

よ
う
な
発
想
や
事
例
も
多
く
、
八
峰
町
の

情
報
発
信
に
も
生
か
せ
そ
う
な
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
で

き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
町
外
・
県
外
の
方
と

交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
研
修
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
春
に
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

「
は
っ
ぽ
う
桜
フ
ェ
ス
タ
＆
は
っ
ぽ
う
万

博
リ
ベ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
チ
ラ
シ
制
作
や
広
報
と
し
て
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
数
は
昨
年
の
２
．
５
倍
以
上
と
な

り
、
改
め
て
情
報
発
信
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
々
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
「
地
域
お
こ
し
」
と
い
う
と
課
題

解
決
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
「
今
あ

る
魅
力
を
ど
う
伝
え
る
か
」
と
い
う
こ
と

も
同
じ
く
ら
い
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
、
町
の
外
の
方
に
も
魅
力
と

し
て
伝
わ
る
の
か
、
改
め
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
得
意
と
し
て

き
た
の
は
「
営
業
」
で
す
。
そ
の
強
み
を

情
報
発
信
で
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
か
っ

た
と
感
じ
、
反
省
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

活
動
の
中
で
気
づ
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
改
善
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
温
か
く
迎

え
て
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
お
か
げ
で
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
て

い
ま
す
。

こ
の
１
年

も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
か
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て
﹈
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大
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亡
父　
保　
夫

太
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治
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（
塙
）

亡
義
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嶋
田
荘
悦

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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４月

山の恵
夏野菜
出始めました


